
宮崎県では、乳幼児や青少年を取り巻く映像メディア利用の現状、危険性や
対処法などを講話する「宮崎県メディア安全指導員」を養成し、県内の学校な
ど様々なところからの要請に応じて派遣しています。

メディア安全指導員は、メディア利用に伴う影響や問題点、対応策などを、
子どもの育ちに関わる研修会や授業等で、受講者（小・中・高校生・保護者
等）の視点に合わせた講話を行います。

子どもは、ゲーム機、スマートフォン、テレビなどの映像メディアに長時間
接触することで、脳や目など身体の発達や学業にも様々な影響を受けています。

乳幼児や青少年を取り巻く映像メディアの現状には、日本小児科医会なども
警鐘を鳴らしています。小・中・高校生の皆さん、子育て中の保護者の方々、
映像メディアとの上手なつきあい方を学んでみませんか？

※ 講師には謝金＋交通費をお支払いいただくことになります。（交通費込みの謝金も可）

・ 講師謝金…各団体（学校）の謝金単価等規定に基づき、ご準備ください。

・ 交通費……指導員の起点（自宅、職場等）からの算出など、各団体（学校）の旅費規程

に基づき、ご準備ください。

□■お問合せ先■□
宮崎県こども家庭課内
公益社団法人宮崎県青少年育成県民会議
Tel:0985-44-2836 Fax:0985-26-3416

Mail:miyazaki-sik@ab.auone-net.jp
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